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観峰館の臨書作品（１） 
－王羲之「十七帖」をめぐって－
【観峰館オンライン講座】第６回
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《十七帖》解説

• 王羲之の、主に草書の手紙を集めた法
帖。名称は巻首に「十七日」の語があ
ることによる。 

• 原本は伝えられていない。 

• 三井本および上野本がとくに優れてい
ると評価される。
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横長だったり
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臨書で写すもの
中国の書論より

• 臨書は古人の書における「位置」（＝正確な字形や配置）を失いやすいが、
古人の「筆意」（＝古人の制作意図や書の趣）を得ることは多い。 

• 搨摹（敷き写し）は、古人の「位置」は得やすいが、「筆意」を失うことが
多い 。 

• 臨書易失古人位置、而多得古人筆意。模書易得古人位置、而多失古人筆意 。 

• 南宋の姜夔（1155？～1221？）『続書譜』  

• 本文は、影宋本『百川学海』（同志社大学人文科学研究所蔵）を参照 。
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　王羲之の書を、 

・文字が整然と並ぶ 
　紙面構成 
・安定感のある字形 
・自然な肥痩がある線 

　と解釈した臨書。

王羲之の書＝真跡
が残っていない 

いつの時代でも 
「理想の書」の 
代名詞 

どう解釈するか＝
書家の表現
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震えるような線で臨書する 

中華民国初期に流行した
「鋸体」

李瑞清（1867～1920） 
《草書臨王羲之節日・僕可帖軸》 
清時代末期～中華民国初期頃、紙本墨書、 
148.4×39.3㎝、観峰館蔵

観峰館が所蔵する 
他の臨書作品


